
187  

東洋食品工業慮大・東洋食品研究所・研究報盾書．糾．1即－195円山剖  

加熱による緑茶浸出液の抗菌活性の増加  

朝賀 昌志書．村井 恵子－，中西 律子♯，青山好男  
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捷茶飲料ま古来より愛放きれてい風紋科である．工菓的に製造販売する専静詰め茶軟調部憫儲  

きれて以来．その生産tが急速に伸びている．一般家庭で抽出Lて飲む場合には1腑℃以上に茶  

駄科を加熱することはない．しかし，工業剛こ生産きれる容器詰め茶飲料は通常1（氾℃以上で加  
熱殺菌している．   

緑茶のエビガロカチキンガレートと設食子醸の黄色ブドウ状球菌に対する抗菌性‖削が認め  

られて且来，緑茶カチキン類の抗菌性が穏々報告されている丑卜l）．缶詰変敗属国菌であ息ポッ  

リヌス南山TI．月庇仙∫属細帯などの耐熱性芽胞形成細菌丁）に対する緑茶カチキン類の抗菌性  

仕 事詮士は計本食品卦苧工芋虫乱Vol．47．N0．9，7鵬－715紹t胱I）掲職者文釘転載Lたものでぁる．  

♯：元東洋食品研究所   
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も報告されている．カチキン軒の構成成分である没食子鮮卜4＝‖ヤ2決ポリフェノールである  

紅茶のチアワラビン類丁）81も抗菌性虐示すことが報告きれている・一方・緑茶カチキン類を加  

執するとエビマー北Ⅰ山一蛸や重合叫川部囁こり，殺生子酸も生成する川，緑茶カチキン頸はがリ  

ビニルポリピロリドン（以故PⅥ肝と略す）に吸着する瑚．   

そこで．緑茶浸出液配加熱処遷することによ机細菌に対する増殖抑制効果がどのように変化す  

るのか，耐熱性芽胞形成細首である血亡J〟附属細菌を対象育として検討したので報告する・  

集 麒 方 法  
1．椰材料および供試膏   

緑茶は1試絡年宇治産のやぶきた種一番茶より禦眉Lた煎茶せ市揚よ別離入し，使用時まで一茄℃  
で保存Lた．卜〕エビガロカチキンガレート（EG亡g）．ト）エビガロカチキン伍OC），卜）  

ェビカチキンガレート（EC且），卜）エビカテキン（Ⅸ：1．Hガロカチキンガレート姫亡れ  

ト1ガロカチキン旧亡），卜）カチキンガレート忙由，（－）カチキン忙）町精製帯晶とチ  

ァワラビン4踵混合油出物はフナコシ．抑押はシグマ．普通寒天培地は乱木製藁．そ町他の試  

薬は特級磨よび高速液体タロマトグラフ用を和光純薬工業より入手Lた．   
兢七郎こ用いた助。肋鱈属の菌棟且∫山地仕Ⅷ1211軌且駄血朗紳珊血（IAMl鮎17）．且  

地相血潮叩血仙∫HAMll002とⅠ棚110感は東京大学分子細胞生物学研究所細胞■機能高  

分子総合センター上り入手Lた．   

2．樺茶濠出濠佃■製と繚纂缶鈷の製造   

煮沸Lて鋭気したイオン尭操水に緑茶茶葉を加え馳℃で撹辞乱ナイロンろ布建氾メッシュ）  

でろ過することで緑茶浸出液を調製Lた．通常は1％茶葉．3分間浸出Lた取高濃度の浸出液  

はむ％茶葉，1ロ分間浸出Lイオン交換水で適時希釈した．   

捷茶鼓出社を95℃で200g客土の缶に充軋窒素フロー後密封L，小型レトルト装せを用い  

120℃で1．5牙間加熱し．緑茶缶詰を製造した．緑茶浸出液の抗菌活性に射す晶加熱処理時間と温  

度の影響を詞ぺるた削こ．緑茶浸出液を蓋付試験管に入れ小型レトルト装置塵用い1（航から  

1柑℃で一定時間加熱処遷した．  

ヨ．♯莱成分の分t   

緑茶浸出液は溶媒抽出によりクロロホルム可溶性画乱クロロホルム不溶性画乱酔醸エチル  

可溶性蘭軋1一丁サノール可鱒性両分と溶媒で抽出苫れない水溶性画別こ舟画Lた・なぉ溶媒  

抽出はそれぞれ3回行った．溶媒古瀬庄官主後者面分骨イオン交換水に再溶解した・酢酸エチル  
可溶性両分は遡浸適腹（日東電工製スルホン化ポリエーテルスルホン躁m十指仙Ⅳ妃l阻止  

率10酪）を用い．透過画計と未達週計に分画した．   

療養韻出蔽のタンニン類は，2髄（融w）のPV押を添加L30舟撹辞乱東洋濾紙≠ロZでろ  

過することで除去Lた拗．   

ヰ．蛙茶漬出液と♯某成分巾抗寓語性＃定  

1）芽胞懸諦統の評製   

液体プロスで前培養後普通寒天培地に辞し，且J止J抽は罰℃．且混血帽酔珊kは訂℃，且  

曲矧咄鮎叫神仙加は岱℃特薦した後一形成した芽胞を渦巻白金耳でか垂耽り漉背水に懸滞した・  

芽胞懸濁液虐遠心牙離して芽胞盈拝集L，再度滴苗木に懸濁Lた．この菌体洗浄操作を3回練り   
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適した乱菌体を滅菌水に懸濁L芽胞懸濁液とした．許胞懸濁漕は冷蔵保存し礫複直前に細℃，  

1n分間加熱活性化処理Lた．  

巳）坑肯活性測定   

牡験軌こ加熱活性化処理Lた芽胞懸濁儒沌104血相になるように按檀L所定温度で領とう堵  

養L．菅通寒天培地を用いたコロニーカウント珪で軽時的に培養液中の甘独走を求め．増殖の有  

無により扶育性を隕ぺた．，緑茶浸出液およぴF仲P地軸幕浸出軌ま0．2岬1のフィルターで乳過  

除菌Lた液盾被験液とした∴緑茶缶詰は阿缶内容駐を0．2J皿のフィルターでろ過除菌し被験液と  

Lた．溶媒掘出虫よび遭浸透で分離Lた各鹿釧まイオン交換水に溶解後ろ週給肯し同士のろ過除  

菌したPV押処理緑茶捜出硬と混合として鹿験放とLた．標晶は和地理腺幕浸出軌こ溶解  

凍ろ過除儲Lて披験洗とした．   

な：軌奉読験は緑茶吐出証を加熱すると抗菌活性がどのように変化するのか検討したものであ  

る．このため．加熱処理は緑茶浸出液など試料のみに行い，裸檀Lた細菌芽脇は軸℃の加熱活性  

化以外に加熱処理を施していない，  

5．♯茶飲料成分の分析妄圭   

試科Ⅵ可溶性阻形分は示差濃度計（7タゴ製デジタル示差濃度計DD－5）で測定した．租カ  

チキンは酒石酸鉄試凛による比色法により珊走Lた叶∴線茶カチキン車，チアフラビンおよび没  

食子酸は寺田らの方法1引を一部修正Lて高速液体クロマトグラフィーで分析した．カラムは  

Sbi皿－p且止 CLC－ODS（15伽山×6山車．島津製作所）．移動相A鮭は仇1％アセトニトリ叫  
5％叫〃－ジメチルホルムアミド．0．1髄リン♯藩放．移動相B礁はアセトニトリルを用い．流  

速1．7加‘血in．カラム温度喘℃で清田させ，詣Onmの吸光度で検出した．その溶出条件は，分析  

0升でB液1％から刀身でB液相％になるように直線的にダラジュントしその後応分にB液馳％  

になるように直線偶にダラジュントLて分析した．分析捷B液卵％で洗浄Lた律初期設定のB液  

1％に京Lた．   

カフェインはカチキン類と一掛こ高連荘体クロマトグラフィーで分析L．チアニンとアミノ酸  

はアミノ酸牙析装置8お柑立丑作所）を用いて測定した．  

結  果  

1．風光州山‖剛耶卿訓陽誅浸出液での1Ⅷ   

血ciJ山一属細菌が緑茶吐出放で増殖できるかを調査Lた結果をT日b旭lに示した．且∫l止戯∫  

Tab旭1Gmw血oH鮎感化鼎一弾甲．1ngr比mt随in血6ion  
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は増殖したが．且加島印師柵血且血朗加納叫鵬恥はほとんど増殖Lなかった・そこで且  

βI血相由を以後の就験の対象層とした．   

2．血相によ呑繚革ま出漬の抗書性の蜜†ヒ   
緑茶浸出液を加熱することにより抗菌性が変化するか軒検討するために，製造Lた緑茶缶詰試  

料での増殖を調べた．その結果をR岳．1に示した．開由挨の被験液に芽胞懸濁液盾撞嘱している  

ため且相加拙著胞は加熱殺菌処理などを受けていない．95℃加熱処理した緑茶浸出液で且  

印加〟由は増殖した軌PVPPでカチキン除去Lた浸出液の方が増殖速度が早かった・一方・  

1却℃で加熱処理Lた緑茶浸出液では且∫血〟由は増殖しなかったが1FⅥ弾処理することで且  

∫慮正肋は増殖し，そ町速度はPVPP処理Lた95℃加熱緑茶浸出液と阿程度で患った・PⅥ坪処  

理後に1罰℃加熱処理した浸出耽でもPV押処理捷茶殻出社と同じように増殖した・   

そこで，緑茶浸出牡を加熱することでどの程度抗菌性が増加するか評ぺるために．120℃加軌  

Lた緑茶浸出液と加熱Lていない緑茶裸出社町抗菌活性を比較Lた．その結果をT由JE）已に示L  

た．且皿如拙は．未加熱緑茶では租カチキン15軸／100血由浸出液で増殖できず．緑茶浸出液の  

抗菌活性は加熱処理で約計借に増加した．   

緑茶浸出液の抗菌活性が加熱処避時間と温度に影響するか調査Lた．その結果をR邑2に示L  

た．105℃では誠乱110℃では1脾．114℃では5軋118℃では1刑腺処理Lた緑茶浸出液で  

乱射I如畑＝は増殖できなかった．   

且劇血以外の菌に射す乳酪茶浸出液価抗菌性について参考に調査した・且虚飢血印叩畑山  

は通常より低い濃度の緑茶浸出液で増殖  

したが．且劃加椚両脚仙坤舶如に絆する  

緑茶吐出蔽の抗菌活性も加熱処理で増加  

Lた．  

a．♯葉浸出液成分の比覇   

F旭．1で就験した牡鹿披の牡カチキン．  

可溶性固形乱pHをT8b旭ヨに示した・  

PVPPで処理すると，粗カチキンは三唱  

／100戚と処理前の浸出液の5％以下に減少  
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Tib旭3CTud亡Cat任hitL，SOlubIBSOlidB．ZLndpHiJlgreenteain如siol）  

G脚t組in血sion  Ta一山亡印爪印n亡m也W融モ柁加Yed  

He古土打亡a打n亡mt  
岬 且血♯  

亡n  蒜 pH 肘  亡爪   

妬℃  5．訓   0．盟2  弘7  5．花   D．1ア6  2．3  

120℃，1，5m加   5．53   0．ヱ拓  茄．0  5．毘   0．176  2．4  

¶如h：昆Oluble引】Ius  

した．それに伴い．可溶性個性軌ま0．11減少L，  

pHは0．1高くなった．一方，加熱処理では緑茶  

浸出液の租カチキン，可溶性固形軌pHはほ  

とんど変化Lなかった．   

加熱処饉によりカチキン顔が変化Lでヱ鹿  

ポリ7ユノールを形成する可脂性が萄る相川  

そこで．舟チキン類の構成成牙でぁる世食子  

醒や2次ポリフェノールなどの関連成分を加  

えた緑茶浸出温のタンニン類を高速液体クロ  

マトグラフィーで舟折Lた．その括果をT8blo  

lに示した．舶℃加熱緑茶浸出蔽はⅨ妃gと  

EO亡が主なカチキン類であり．EC苫とE亡は  

少なく，それらのエビマーがごくわずか認め  

られた．120℃加熱緑茶浸出液では4種のカチ  

キン頼が減少L．それらのエビマーが増加L  

ていた．社食子醒比和熱処理でわずかに増加  

した．4杜のチアワラビンは未加熱と加熱緑  

茶浸出液やとちらにもほとんど聴められなか  

った．PヤアP処理により．辞5℃と1加モで加熱  

Lた緑茶侵出液のどちらもエビマーを青めた  

95 1（l0 1t沌 11中 11占 1却  
恥p肌h肌（○亡）   

R乱g Eff已亡lさOf吐血p打且tur亡即Id【imB8n  

antihc他山l雄一iTity｛げh柏卜打軸時d  

脚れt臨i血如如n喝血虹且∫l止血鮎   

鮎亡Fig．1f即Ihe co止di軸耶 Or仙亡   
抑焼印堰血山朗叫．＋．且∫血肋評W；－．且   
占l止出血didn■【訂OW．  

カチキン掛封まとんど除去されていた．   

緑茶浸出液中のカフェイン．チアニン，アミノ軌こついても比較Lたが，加熱処理眉よぴ  

PVf平地埋でこ九らぬ成分は変化Lなかった．  

4．カチキン打とモの関連成分積層の坑書活性比較   

緑茶カチキン類とその関連成分の且甜加〟血に対する抗菌活性を比戟L．その括東亜T8b旭5  

に示した・EGC．Ⅸ：．OC．Cは1叩喝Jl恥舶でも且∫止一曲の増殖を抑制Lなかった．EOCg．  

EC卓．GC苫，Cgは50喝／1（船舶で且∫止戯∫の増殖をほほ抑制しエビマ一同士の抗菌活性は同  

じであった．聞達成分である没食子能とチアワラビンはEGCgと同程亜の抗菌活性を示Lた．   

5．絆兼加熱生成抗薗成分の分職   

級纂成分む許蛛抽出で分画Lた．これらの画身の且∫l止腐蝕に対する置小阻止♯鹿をT如舶用  

に示した．且∫鵬出血に押して抗菌活性が温められたのは，酢酸エチル可溶性両分と1－ブタノ   
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泊℃，膵皿l組in触血h問【d址箔℃；120℃  
1．5血辞問l比且i血由御地止血釦120℃由一  
l．5min；搾mOVdは止血n．は皿i亡拍m卯仙印鹿  
w亡柁托mqV血加山岳把ent姐in伽由Onh舘t細  

孔l妬℃．Th亡亡m∝れ加血nがe誠h甜mF爪印【  
wa占帽pIモ占巳mt由鮎確／1瓜戚．  

E血亡0爪印n印tOr亡且胱血・騨uiG虹id細山  
山田血肌inwa丑山出血Ⅴ由h騨昏mt組i血由n  
hm＝血idlu皿皿i亡m匹仙印也W肌陀mOYed・  
S胱Fig・1由一血亡亡柵曲ion旦Ofa鵬b拡l慮山  
鮎瓢町・＋－b耶l細孔g托W；一，b旺t由乱出血■【  

卵W■  

Ⅷ8年Mini皿umimhibi【ローy80nC亡n血omof  
引hyl弧由一8肌dl－bu【虻01sロ1ubl亡  

f加血舶叫画賦且甜加地  ール可溶性両分であった．酢酸エチル可辞  

任両分では未加熱緑茶は52．6噂Jl∝l帆加熱  

緑茶は6．5叩／1仰吼1－ブタノー相可溶性領  

分では未加熱緑茶は102喝／1肌亜，加熱緑茶  

は6月咤／100戚と．どちらの両分も加熱緑茶  

の方が強い抗菌活性を示した．扶育活性の  

認められた酢酸エチル可溶性画舟と1－ブタ  

ノール可溶性画舟の高速液体タロマIグラ  

ムをR邑aに示した．酢酸エチル可溶性画分  

は8種のカチキン競が主成分であった．1一  

ブタノール可溶性圃別まEGCとGCを含ん  

でいたがその他のカチキン頼はごくわすか  

でぁった．抗菌活性盾示さなかったクロロ  

ホルム可溶性画分はカフェインを含んでい  

た．   

酢酸エチル可溶性画分を逆浸應儲で透過  

画分と未達遇画卦に牙け．且甜加地に射す  

触血  
亡几  

馳佃蒜  

U皿h亡乱t亡d  52．6  
叫Ⅰ眼由也SOlublモ 

陶工由   貼  

U止血t丘d lO2．O  

H亡aled  8．5  
1－8山鳥nd就血bI¢  

Th亡評脚肋COmpO血巳ntSW亡柁partitioned  
wi血d血相帆e血yla比t且取組dl－吐血mo】・  
Aft肝ーモmOVi叫日和1YBn旭by帥aPOr8tio爪．  
†鮎idu朗W耶di砧0IYedin辞職氾t粗inh旭ion  
如mwhi血加血¢OmpO眠mt5W即亡托mV血  
S即Fi呈．1fbrthe亡Ondition与Ofan曲出血出  
assay・Mi血L＝TIinhibit叩COnCentrAdoT）W鮎  
画貼附血叩Or珊kca血h  
dis由lⅥ出血血亡l朗tモd氾Iu丘8¶．  

る抗菌活性を比較Lた．その結果を劃、阻止濃度とLてT白山8丁に示す．未加熱撫養では未達週  

両分に抗菌活性が認められなかったのに射し，1甜℃加熱緑茶では透過野分と未達丑両分の両方  

に抗菌活性が組められ未達過画分の最小阻止濃度は遮浸透法で分画する前の原液より偉く．強   
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RE・］仁山oma【○許am古口一朗hylac由比md卜山t且m1601ubIe地頭珊＄加mu血e出d叩db阻【由騨舘n  
始乱infusions  

Tab旭T Mi血仙川Ii巾鮎b加町¢0耶印加donor  
丘a∈血ns喝血i几郭且∫止J肋什a亡血n出血  

bytモYen把郁Ⅰ叩罫is  

い抗菌活性を示した．  

考  ♯   

且∫王止増血はβ即fJ血∫展細菌中では魚苗カ  

チキンに卸し耐性が強l17）轟Iと報告きれて  

い嵐．今回の試験でも且即舶k∫属細甘中で  

且血加相加のみが緑茶捜出液で増殖した．こ  

のため．綾茶浸出敵の抗菌活億側眉は且  

丘血正J血台村集背とLた．120℃で加熱処避L  

た緑茶浸出液では且甜加fJ血の増殖が密めら  

れなかった．緑茶浸出液での且∫止血∫の増  

殖を比乾するとt 未加熱緑茶では祖廟チキ  

ン156曙／1（沌憫gの洗出液で増殖できたが，  

120℃加熱緑茶では租カチキン63曙／100鵬の  

浸出液で増殖で垂ず上線茶浸出液の抗菌儲  

性は加熱処理することにより勒3備に増加  

Lた．このことは．加熱処理により総菜浸  

出堆に抗苗成分部生成することを示してい  

る．PVpP処理親に120℃加熱処理した浸出  

液虫よび加熱穣mP処理した浸出放で且   

亡m由仁a血h  
（喝／1皿鵬〕  

T且in血占iom RⅦ亡也皿  

E也yl祉引且比  52，6  

U血拙t由  P鮎措h苫  罰．4  
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古山yla鑓也比  丘5  

H毘t由  P血貼iI唱  17．丑  

Notp且出Ing  且3  

me古山yl旺由比紬】uble鮎亡血n島加m也亡  
即恍m吐乳imfusion玉ul血亡批dandhe山eda1  
120℃w胱fr弧do仙比丘by一郎亡指e耶mロ由．  
鮎亡Fig．1and古fローlhE COれdi【iom旦O一  
皿db推地軸＝郎叫．U血路l由：出血聞l出師知  
l輯i血io¶．h規t由：押几t尉in伽siロmh細d  
山1加℃，モthyl且仁et8tE：【heeh吋1那e【且比  
氾Iubl巳fh亡血n．p由喝＝血モ触Idomp卵象山占  
LhrDuBh Lh亡mEmbr且力e，nOtPa∬inE：（hc  
出血曲¶OtP鮎6山岳血相喝hit，  
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副賊地力鞘儲することは．PVPPに吸着す基底舶‡加熱変化し．生じた軒耶一強い抗菌性を有  

しこの物質も緑茶カチキン類と同掛こP叩Pに吸着することを示唆している・緑茶カチキン  

類の加熱時の郡部こ対する影響では，EGCg桐他殺甫で耐熱性芽胞町死滅時阿を短くする抑・  

また．拓℃で加熱処理Lた煎茶飲料のボツリヌス菌芽胞が姪時的に減少するGIことが示されて  
いる．Lかし．藤井浸出耽の抗菌宿世部加熱瑚加す為ことについては報告昔れていない・今回  

認めたこめ加熱で生成する緑茶抗菌成分蛙加熱温度に依存L∴爵温ほど麿時間で生成することが  

推寮きれる．   

加熱処理およぴPVPP処丑で変化する緑茶成分を調べた・カフェイン，チアニン・アミノ酸  

は加熱処軋P叩P処理でほとんど変化Lなかりた．Lたがゥて，これらは緑茶浸出課での抗育  

成分㊥加削こよる生成物ではないと考えられる．緑茶カチキン類はPⅥ貯に吸着す乱闘・今回  

町組験でもPV押処理で緑茶カチキン妻酌まほとんど除去暮れた．このことから．カチキン類と  

加熱生成抗菌成分は関連していると考えら軋る．緑茶カチキン講の抗菌性はガレート塾カチキン  

による丁卜引ものであり．構成成分である浸食千社監卜日管Iや2次ポリフェノールであるチアワ  

ラビン競Tl輿＝も抗菌活性が為る．一方．緑茶カチキン蕉を加熱するとエビマー化川卜朋1ヤ王  

台脚1一価起こ軋∴浸食子酸も生成する畑．今回の試験で，緑茶カチキン帯は加熱処理によりエ  

ビマー化した．しかL上線茶カチキン類では】E¢亡占，ECg，OC苫．C苫が50嘔／100加gヤ且  

甜脚kの増殖を抑制し，且封止曲目こ対する抗菌活性はこれら4成分で同じで為った・このた  

軌加弛処軌こよ乱緑茶浸出液の坑耳活性の増加はカチキン帯のエビマー化によるとは考えられ  

ない．没食子醜は加熱Lた緑茶侵出妊で丑嘩／100血と少なかったこと．チアフラビンは加熱処理  

Lた緑茶浸出液にも認められなかゥたことから，浸食子酸とテ丁フラビンは抗菌活性の加熱処理  

によ古増加に関与Lていないと考える．   

緑茶浸出液を溶媒抽出で骨画L抗菌活性を評ヰた酷軋酢酸エチル可溶性画卦と1一丁ダノー  

ル可溶性画別こ粗い抗菌性が認められた．クロロホルム可溶性画軌クロロホルム不溶性面乱  

水溶性蘭舟には抗菌性はなかった．緑茶没出社のカフェインはクロロホルムで抽出きれる岬・カ  

フェイン吐用両Ⅷ坤頭曲摘出」叫和如相知牒腑㌦．Ⅵ鼻血亡肋由ー即日に対L抗菌性  

を示卓ないことが報告きれて磨り．今回の且且“加肋に耕しクロロホルム可溶性両分が抗菌性應  

示幸なかった拝具と一致Lた．カフェインはⅥ爪由仁加蹄卯i‖こ封L抗菌性應示きない部塙チキ  

ン顔の抗菌性を増幅する‖．Lかし．カフェインを含まない酢酸エチル可換性画牙と1イダノ  

ー貼可溶性画分咽いずれも未加熱緑茶上り加蘭緑茶の方部抗菌活性は静かった・このた軌加熱  

による海幕浸出液の抗菌活性の増加・にlよカフェインは埠雌効果としでも関与Lていないと考えら  

れ晶．   

紅茶の抗層成別まメチルイソナチルナトン可瀞性画卦1酢頭声チル可倍性可分と1一丁サノー  

ル可溶性画分せ合わせたタンニン歯牙にある6）．今回の試験でも酢酸エチル可溶性両分七1一丁  

タノール可溶性画卦に抗菌活性が観められた．   

＃類焼分町溶媒抽出による分離をみると仁紅茶やはメチルイソナチ町ケlン可溶性画分にカチ  

キン類とテ丁プチピン，いブタノール可溶性画別こテアルピジン．水溶性酉分に酎ヒ重合勤が  

含まれてい古l巾．線某社出社を亜－1叫℃で加熱す古と温度が削再まど掛変が進行L褐変劇儀闇  

溶株抽出でブタノール可溶性画骨と水溶性面升に認められている1‖．一方，加熱の影書呑みると，  
加軌こよ射酷熱浸出液は褐倭するⅢ．カチキン頼の一部がエビマー化畑一掴または生身鵬I11し．  

没食子醒も生成する1D｝．このた軌加熱緑茶の酢醒エチル可溶性画分と1－ブタノー肘町溶性両  
分碇は骨子tの小きいカチキンの重合物が含まれていると考えられ品・   

詐懐手チル可溶性両分町並浸透憧億による分♯を試鳳た溝鼠束加熱緑茶では透過面分ぬみに   
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抗育活性が認められた・乱醒箇に射す乱緑茶抽出液の生育阻書成分厄セロハンによ晶透析で外漉  

にのみ認められて由り‖．今回の束加熱廟漂切備果と→敦Lた．一方．加熱緑茶では束透過画牙  

も強や抗菌活性足元Lた・これは－カチキンより卦宇量の大きい膜を透過Lない抗菌床分が含ま  

れていることを示唆Lている．ポリフェノールオキシダーゼで緑茶カチキン蕉を酎ヒ草せるとチ  

アワラビン類比外の抗菌性を有する酎ヒ重合勤が生成することが報告きれている側．   

以上のことから．加熱で緑荏浸出備に生成する抗菌鹿骨は分子丑の小きいカチキンの重合勤で  

轟ると椎葉L缶  
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12）馳ma恥℃Su抑鵬ulS・．拙姐nObu，Y，Sai旦0．H・．加温加軋R．弧dH叫E．：劇甜亡f．   

創甜如L戯如鮎血．田．9ロ7（1！柑3）．  

13J弛ケ谷賢次郎：日生工蕗．a2，飢（19誠．  

14）日車食品工兼学念願：食品分析法」光琳∴軒副p眉13（1鮎2）．  

15）寺田志保子・前田有重患・増井便乗■鈴木裕介・伊奈和夫：日食工乱軋罰n鰭7】．  

1封書H野市・植松漂泊・西山玉章：缶詰時報．7ヰ．1（蜘（1由5〕．  

17）竹尾忠一・大沢キミコ：日食工乱2仇亜3（19招）．  

1釦北條 尭t石上 正・南条文雄・原 征彦．：日本農芸化学金19弼年度大会講演革眉壕．   

p．11も 名古屋（199臥   


